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第 1 章 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアのインストール

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンへよう こそ。 このソフ トウェアア

プリケーシ ョ ンは優れたセキュリテ ィ と便利性を提供するバイオメ ト リ ック指紋技
術です。 このアプリケーシ ョ ンは Windows 2000 および Windows XP コンピュータ

向けにデザインされており、 Windows  XP クイックユーザ切り替え機能に対する特

別サポート も備えています。

メモ :  ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンをインス トールまたはアン

インス トールするには、 管理者権限が必要です。

ソフ トウェアのインストール

管理者は、 Windows 2000、 Windows、 Windows XP Home Edition、 または Windows 
XP Professional Edition のいずれかのコンピュータに ThinkVantage 指紋ソフ トウェ

アアプリケーシ ョ ンをインス トールすることができます。 外部指紋センサー接続の
ため、 USB ポートが必要な場合があります。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンをインス トールするには、 下記の

要領で行って ください。

1. インス トール CD を CD-ROM ド ライブにセッ ト します。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアの画面が立ち上がります。

2. ソフ トウェアインス トールのアイコンをクリ ックします。 画面が表示されない場

合は、 手動で Setup.exe を実行します。

初期画面が表示されます。

3.  次へ をクリ ッ クして続けます。

ライセンス規約が表示されます。

4. ライセンス規約をよ くお読みください。

5. ラジオボタンを選択してライセンス規約に同意して ください。

メモ :  この製品をインス トールするには、 ライセンス規約に同意する必要があ

ります。 ライセンス規約に同意できない場合は、 キャンセルをクリ ッ クしてアプ
リケーシ ョ ンを終了して く ださい。

ユーザ情報画面が表示されます。

6. ユーザ情報を入力し、 次へ をクリ ッ クして進みます。

7. 確認するか、 または直接インストールを選択して ください。

8. セキュリテ ィモードを選択します。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンには次のセキュリテ ィモード

が用意されています。

• 簡易モード : 簡易モードでは、 すべてのユーザに同じ権限が与えられます。

• 安全モード : 安全モードでは、 管理者のみが特定の操作を行う ことができま

す。 パスポート作成、 他のユーザのパスポート削除、 セキュリテ ィモードの
安全モードから簡易モードへの変更などは、 管理者のみ操作することができ
ます。

セキュリテ ィモードに関する詳細は “セキュリテ ィモード” ページ 14 をご覧く

ださい。 コンピュータを再起動するよう指示されます。
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9. ここでコンピュータを再起動します。

インス トールはこれで完了です。 コンピュータを再起動すると、 ログオン画面が
表示されます。

メモ :  インストール中に必要なデバイスド ライバはすべてインストールされます。

外部指紋センサーを使用する場合は、 インス トールプロセスを完了し、 コンピュー
タを再起動した後に 指紋ハードウェアを接続して ください。

ソフ トウェアのアンインストール

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンをアンインス トールするには、 下

記の要領で行って ください。

1. スタート  > 設定 > コン ト ロールパネル をクリ ッ クし、 プログラムの追加と削除 
アイコンをダブルクリ ックします。

2. ThinkVantage 指紋ソフ トウェアを選択し、 変更 / 削除ボタンをクリ ックします。

3. 削除ボタンをクリ ッ クします。

コンピュータに保存された ThinkVantage 指紋ソフ トウェアパスポートの処理に

ついて尋ねられます。 2 つの処理方法があります。

• コンピュータにすべてのデータを残すことができます。 この場合、 後から  
ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンを再インス トールし、 登

録された指紋を引き続き使用することができます。

• コンピュータから  ThinkVantage 指紋ソフ トウェアデータを削除することが

できます。 この場合、 登録された指紋はすべて永久的に削除されます。

ソフ トウェアのパワーオンセキュリテ ィ機能を有効にしている場合、 この機能を
無効にするか、 そのまま残すか尋ねられます。 パワーオン指紋認証を有効にして
お く と、 コンピュータへのアクセスは BIOS レベルで指紋により保護されます。

ただし、 コンピュータに保存された指紋を編集するには ThinkVantage 指紋ソフ

トウェアアプリケーシ ョ ンを再インス トールする必要があります。
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第 2 章 はじめまし ょ う

この章では ThinkVantage 指紋ソフ トウェアを使い始めるための説明をします。

初めてのログオン

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンをインス トールした後、 コン

ピュータにはログオン画面が表示され、 指をスキャンするか、 または標準 Windows 
ログオン手順を使用するかを尋ねます。 ここで指紋登録を行うか、 または後から行
う こともできます。

新規パスポートの作成

メモ :  Windows NT ユーザはそれぞれ唯一の ThinkVantage 指紋ソフ トウェアパス

ポートが必要となります。

新規パスポート を作成するには、 以下の要領で行います。

1. 指紋センサー上で指をスキャンして く ださい。

インス トール後初めてのログオンの場合、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアには

まだパスポートが登録されていないことを示す警告メ ッセージが表示されます。

2. 登録をクリ ックして続けます。

ユーザ登録画面が表示されます。

3. ユーザ名、 パスワード、 ド メ イン ( あれば ) を入力し、 次へをクリ ッ クします。

指紋選択画面が表示されます。

4. 登録する指を選択して ください。 適切な指のイメージをクリ ックするか、 または

インターフェースから選択することができます。

5. 登録クリ ックします。

ユーザ登録画面が表示されます。 選択した指のサンプルを 3 つ作成します。 こ

れらは 1 つの指紋に統合され、 パスポート と して登録されます。 アニメーシ ョ

ンディスプレイが登録手順を案内します。

6. 指紋センサーで 3 つの有効サンプルが登録されるまで指をスキャンして く ださ

い。

指紋の登録が完了すると、 ユーザ登録画面が再度表示されます。

ご利用の指紋センサーがパワーオンセキュリテ ィ機能に対応している場合、 パ
ワーオンセキュリテ ィ メモリに新しい指紋を追加するかどうか尋ねられます。 パ
ワーオンセキュリテ ィ機能に関する詳細は “パワーオンセキュリテ ィ” ページ 8
をご覧ください。

7. 以下のいずれかの操作を行って ください。

• 登録する別の指を選択します。

• 次へをクリ ックします。

メモ :  最高 10 本の指を登録することができます。 ただし、 1 つのパスポートに

同じ指を登録することはできません。
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コン ト ロールセンターの使用

最初のログオンの後、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアのメイン画面、 またはコン ト
ロールセンター が表示されます。 この画面では、 すべての ThinkVantage 指紋ソフ

トウェアコンポーネン トのための一般的なユーザインターフェースが提供されてい
ます。 基本情報を取得したり、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアの機能へのアクセス

に使われます。 利用可能なすべての機能一覧については、 第 3 章 , “ThinkVantage 
指紋ソフ トウェアの使用 ,” ページ 5 をご覧ください。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンを使用するには、 下記の要領で

行って ください。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェア > コン ト

ロールセンターを選択します。

コン ト ロールセンターの初期画面が表示されます。 画面左側にはトピックが表示
されます。 ト ピッ クをクリ ッ クし、 このト ピックで利用可能な操作の一覧を表示
します。 ト ピッ ク画面には指紋画面、 設定画面、 アドバンスセキュリテ ィ画面が
含まれます。

2. ト ピッ クをクリ ッ クし、 このト ピックで利用可能な操作の一覧画面を表示しま

す。
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第 3 章 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアの使用

この章では、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアの操作方法と機能につい
て説明します。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンを起動するには、 ス
タート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェア > 
コン ト ロールセンターをクリ ックします。 初めてアプリケーシ ョ ンを
起動すると、 初期画面が表示されます。

メイン画面左側にはトピックが表示されます。 ト ピックをクリ ックし、
このト ピックで利用可能な操作の一覧を表示します。 ト ピック画面に
は指紋画面、 設定画面、 アドバンスセキュリテ ィ画面が含まれます。

メモ :

1. コンピュータを保護するためには、 Windows パスポートを確立す
る必要があります。 Windows パスポートが確立されていない場合、
ThinkVantage 指紋ソフ トウェアアプリケーシ ョ ンはコンピュータ
へのアクセスの安全性を確保することができません。

2. ThinkVantage 指紋ソフ トウェアは Novell ネッ トワークログオンと
も連動します。 Novell 3.x、 4.x、 5.x ネッ トワーク、 および Novell 
Client for Windows、 Novell 向け Microsoft ネイテ ィブサポートに対
応しています。 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアで自動的に Novell 
ネッ トワークにログオンするには、 Windows ユーザ名とパスワー
ドが Novell ユーザ名とパスワード と一致していなければなりませ
ん。

ログオン画面

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアはクライアン トセキュリテ ィ ソリュー
シ ョ ン、 指紋センサーハードウェア、 そしてパスポート  を使ってユー
ザ認証を行います。 各パスポート  ファイルにはユーザを認証するため
のバイオメ ト リ ック指紋データが含まれます。

コンピュータにログオンする際、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアログ
オン画面が表示され、 指紋センサーで指紋をスキャンするか、 または
Ctrl + Alt + Del を押してパスワードでログオンするかを尋ねます。

ユーザはコンピュータにログオンする際や、 パスワード保護された 
Windows スクリーン画面の後、 指紋を使って認証を行う必要がありま
す。

初期画面

初めてアプリケーシ ョ ンを起動すると、 初期画面が表示されます。 次
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からアプリケーシ ョ ンを起動する際に直接指紋画面を開く場合は、 次
からはこのウィンドウを表示しないというチェ ックボックスをチェ ッ
クして ください。

指紋画面

指紋画面では、 パスポートの登録、 編集、 削除、 およびパワーオンセ
キュリテ ィ機能を有効にすることができます。 操作可能な機能は、
ThinkVantage 指紋ソフ トウェアのバージョ ン、 認証ハードウェア、 既
存のパスポート、 現在のユーザのアクセス権限などにより異なります。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアでは、 各ユーザの ID はパスポート  に
より表されます。 パスポートにはユーザを認証するためのバイオメ ト
リ ック指紋データが含まれています。 1 人の NT ユーザは、 1 つのパス
ポートのみを所有できます。

簡易モードでは、 すべてのユーザがローカルパスポート を作成するこ
とができますが、 安全モードでは管理者のみが作成することができま
す。 管理者はサーバパスポート を登録する必要がありますが、 管理者
は他のユーザにパスポートの作成を許可することができます。

新規パスポートの作成と指紋の登録

メモ :  現在のユーザのパスポートが存在する場合のみ、 この機能を利
用することができます。

新規パスポート作成と指紋登録は以下の要領で行います。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて指紋をクリ ックします。

3. 新規パスポートの作成と指紋の登録をクリ ックします。

ユーザ登録画面が表示されます。

4. Windows パスポートを入力し、 次へをクリ ックします。

5. 適切なイメージをクリ ックして登録する指を選択するか、 またはド
ロップダウンメニューから選択して登録をクリ ックします。

6. 選択した指を指紋センサー上でスキャンします。 1 つの指紋を登録
するには、 イメージスキャンを 3 回成功させなければなりません。
最高 10 本の指を登録することができます。 ただし、 同じ指紋を別
のパスポートに登録することはできません。

7. このプロセスを繰り返し、 必要に応じてその他の指を登録して くだ
さい。

8. 指紋の登録が完了したら、 次へをクリ ックします。
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ご利用の認証デバイスがパワーオンセキュリテ ィ機能に対応してい
る場合、 パワーオンセキュリテ ィ画面が表示されます。 パワーオン
セキュリテ ィ機能に関する詳細は “パワーオンセキュリテ ィ” 
ページ 8 をご覧ください。

完了したら、 完了をクリ ックします。

 

パスポート と指紋の編集

メモ :  現在のユーザのパスポートが存在する場合のみ、 この機能を利
用することができます。

パスポート と指紋の編集は以下の要領で行います。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて指紋をクリ ックします。

3. パスポート と指紋の編集をクリ ックします。

ユーザパスポートを開く画面が表示されます。

4. 指紋センサー上で指をスキャンして ください。

ユーザ登録画面が表示されます。

5. 必要に応じて Windows パスポートを入力し、 次へをクリ ックしま
す。

6. 以下のいずれかの操作を行って ください。

• 新しい指紋を登録するには、 以下の要領で行います。

a. 適切なイメージをクリ ックして登録する指を選択するか、 ま
たはドロップダウンメニューから選択して登録をクリ ックし
ます。

b. 選択した指を指紋センサー上でスキャンします。 1 つの指紋
を登録するには、 イメージスキャンを 3 回成功させなけれ
ばなりません。 最高 10 本の指を登録することができます。
ただし、 同じ指紋を別のパスポートに登録することはできま
せん。

c. このプロセスを繰り返し、 必要に応じてその他の指を登録し
て ください。

• 指紋を削除するには、 以下の要領で行います。

a. 適切なイメージをクリ ックして登録する指を選択するか、 ま
たはドロップダウンメニューから選択して削除をクリ ックし
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て削除する指を選択します。

b. 削除を確定する際は、 はいをクリ ックします。

7. 指紋の登録または削除が完了したら、 次へをクリ ックします。

ご利用の認証デバイスがパワーオンセキュリテ ィ機能に対応してい
る場合、 パワーオンセキュリテ ィ画面が表示されます。 パワーオン
セキュリテ ィ機能に関する詳細は “パワーオンセキュリテ ィ” を
ご覧ください。 選択を確認し、 完了をクリ ックします。

パスポート と指紋の削除

メモ :  管理者はすべてのパスポートを削除することができます。 制限
付ユーザは自分のパスポートのみ削除することができます。

既存のパスポートを削除する :

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて指紋をクリ ックします。

3. パスポート と指紋の削除をクリ ックします。

ユーザパスポート削除画面が表示されます。

4. 既存のパスポート リストが表示されます。 削除するパスポート を選
択し、 完了をクリ ックします。

パワーオンセキュリテ ィ機能に指紋を登録してある場合、 このパス
ポートに対応する指紋を削除するオプシ ョ ンが与えられます。 パ
ワーオンセキュリテ ィ機能を使用しており、 登録された指紋を削除
しない場合、 パスワードを使ってログオンするには新しいパスポー
トを登録するか、 または Ctrl + Alt + Del を押してログオンする必
要があります。

パワーオンセキュリテ ィ

パワーオンセキュリテ ィ機能は、 コンピュータの BIOS を使ってコン
ピュータへの不当なアクセスを防止します。 パワーオンセキュリテ ィ
機能が有効なコンピュータは、 指紋認証に成功しなければオペレー
ティング • システムを立ち上げません。

コンピュータ起動時に、 ユーザは 10 秒以内に指紋センサーで指をス
キャンします。 スキャンされた指が現在のユーザの登録済みパスポー
ト と一致する場合のみ、 コンピュータを起動することができます。 認
証に通過すると、 正常な起動が実行されます。 指紋認証に 4 回連続で
失敗すると、 アクセスはブロックされますので、 コンピュータを再起
動する必要があります。

指紋ソフ トウェアでのパワーオンセキュリテ ィの有効化
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パワーオンセキュリテ ィ機能は、 パワーオンセキュリテ ィ メモリに指
紋が登録された後にのみ、 指紋ソフ トウェアで有効にすることができ
ます。 パスポート作成時にパワーオンセキュリテ ィサポートが検出さ
れると、 パワーオンセキュリテ ィ画面が自動的に表示されます。 パ
ワーオンセキュリテ ィ機能は既定では無効となっています。

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアインターフェースでパワーオンセキュ
リテ ィ機能を有効化するには、 以下の要領で行います。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて指紋をクリ ックします。

3. パワーオンセキュリテ ィ をクリ ックします。

パワーオンセキュリテ ィ画面が表示されます。

4. パワーオンパスワードを指紋に置き換えるというチェ ックボックス
を選択し、 完了をクリ ックします。

5. 追加をクリ ックし、 表示された項目から指紋を選択します。

パワーオンセキュリテ ィ メモリに指紋が追加されると、 この指紋が
パワーオンセキュリテ ィウィ ンドウの認証済み指紋一覧に表示され
ます。

6. 必要に応じて次の指紋を追加します。

7. 完了をクリ ックします。

8. まだ設定されていない場合は、 BIOS セッ トアップユーティ リテ ィ
を使用してパワーオンパスワードを設定します。

パワーオンセキュリテ ィ画面のパワーオンセキュリテ ィウィ ンドウの
認証指紋には、 パワーオンセキュリテ ィデバイスメモリに存在する指
紋の一覧が表示されます。 緑色の指紋アイコンは、 現在のユーザの指
紋を表します。 灰色の指紋アイコンは、 他のユーザの指紋を表します。

メモ :  パスポートの変更 ( 指紋の追加や削除 ) でパワーオンセキュリ
テ ィ用の指紋が自動的に追加または削除されることはありません。

BIOS セッ トアップユーティ リテ ィでのパワーオンパスワード有効化

指紋ソフ トウェアのパワーオンセキュリテ ィ機能を有効化するには、
まず BIOS セッ トアップユーティ リテ ィ を使ってパワーオンパスワー
ドを有効にする必要があります。 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアパ
ワーオンセキュリテ ィ機能を正し く作動させるためには、 この BIOS 
設定が正し く行われている必要があります。

BIOS パスワードを有効にするには、 以下の一般手順を行って くださ
い。
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1. コンピュータを再起動します。

2. スタートアップ時にメ ッセージが表示されたら、 F1 キーを押すか、
または BIOS 個別のスタートアップキーを押して BIOS セッ トアッ
プユーティ リテ ィに入ります。

3. セキュリテ ィ を選択し、 パワーオンパスワードが設定されているこ
とを確かめます。

4. 必要に応じて、 パワーオンまたはハード ド ライブパスワード機能を
有効にします。

5. F10 を押して変更を保存し、 BIOS セッ トアップユーティ リテ ィ を
終了します。

6. Enter キーを押して確定します。

メモ :

1. パワーオンパスワードはこの後のログオン時に必要です。 これで、
指紋ソフ トウェアは指紋と  BIOS パワーオンセキュリテ ィの関連性
を確立することができます。

2. 実際のステップは、 ご利用のコンピュータにインストールされてい
る BIOS ユーティ リテ ィにより異なる場合があります。

パワーオンセキュリテ ィで認証されたユーザの自動ログオン有効化

パワーオンセキュリテ ィ機能では、 ユーザが Windows にログオンで
きるよう設定することもできます。 この機能が有効に設定されている
と、 パワーオンセキュリテ ィ指紋が既存のパスポートの指紋と一致し
た場合、 このユーザは自動的に Windows にログオンすることができ
ます。 この機能により、 ユーザはコンピュータ起動時にパワーオン機
能と  Windows ログオンの 2 回のログインを 1 回の操作で済ませるこ
とができるようになります。

パワーオンセキュリテ ィで自動 Windows ログオンを完了するには、
以下の要領で行って ください。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 設定をクリ ックします。

3. ログオン設定をクリ ックします。

基本設定画面が表示されます。

4. BIOS 起動セキュリテ ィで認証済みのユーザーを自動ログオンの
チェ ックボックスを選択し、 完了をクリ ックします。

設定画面
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設定画面では、 基本ログオン設定を行う ことができます。 保護された
スクリーンセーバーの有効化、 利用可能なパスポート タイプの設定、
セキュリテ ィモードの切り替え、 サーバパスポートへのサポート追加
などが可能です。

ログオン設定

ログオン設定画面では、 以下のタスクを実行することができます。

• Windows ログオンを指紋保護されたログオンにする

• パワーオンセキュリテ ィで認証済みのユーザの自動ログオン ( オプ
シ ョ ン )

• クイックユーザ切り替えサポートの有効化 ( オプシ ョ ン )

• Novell サポートの有効化 ( オプシ ョ ン )

メモ :  管理者のみがログオン設定を変更することができます。 変更を
適用するにはコンピュータの再起動が必要なものもあります。

ログオン設定を変更するには、 以下の要領で行って ください。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて設定をクリ ックします。

3. ログオン設定をクリ ックします。

基本設定画面が表示されます。

4. 適切なチェ ックボックスを選択またはクリアして ください。

• Windows ログオンを指紋保護されたログオンにする

このチェ ックボックスは、 指紋認証を使用した Windows への
ログオンを可能にします。 このチェ ックボックスにチェ ックが
入っていると、 指紋認証を使ってコンピュータにログオンする
ことができます。 このチェ ックボックスがチェ ックされていな
い場合、 Windows パスワードを使ってコンピュータにログオン
します。

• パワーオンセキュリテ ィで認証済みのユーザを自動ログオン

このチェ ックボックスは、 パワーオン認証と  Windows 認証を
合併します。 パワーオンセキュリテ ィテストで使われた指紋が
既存パスポートの指紋と一致する場合、 このユーザーは自動的
に Windows にログオンします。

このチェ ックボックスにチェ ックが入っていると、
ThinkVantage 指紋ソフ トウェアはパワーオン認証と  Windows 
認証の両方に指紋証明を提供します。 このチェ ックボックスが
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チェ ックされておらず、 パワーオン認証が有効になっている場
合、 Windows にログオンするために 2 回指紋をスキャンする必
要があります。

• クイックユーザ切り替え 

このチェ ックボックスは、 Windows XP のクイックユーザ機能
を有効または無効にします ( コンピュータがこの機能に対応し
ている場合のみ )。 クイックユーザ切り替え機能に対応してい
る場合で、 これが有効になっていない場合、 システムでこの機
能を有効化するよう メ ッセージが表示されます。 クライアン ト
セキュリテ ィ ソリューシ ョ ンがインストールされているコン
ピュータでは、 クイックユーザ切り替え機能はサポート されて
いません。

• Novell サポート

このチェ ックボックスは、 利用可能な場合のみ Novell ネッ ト
ワークサポートを有効または無効にします。

Novell ネッ トワークにログオンした際の希望の動作を選択しま
す。

— 有効 – ThinkVantage 指紋ソフ トウェアは自動的に分かって
いる証明を入力します。 Novell ログオンに失敗した場合、
Novell クライアン ト画面が表示されます。

— ログオン時に尋ねる - ThinkVantage 指紋ソフ トウェアは自
動的に Novell クライアン ト画面を表示します。

— 無効 – Novell ログオンを実行しません。

5. 完了をクリ ックします。

この操作を行った後は、 コンピュータを再起動する必要がありま
す。

保護されたスクリーンセーバー

保護されたスクリーンセーバーは、 パスワード保護 Windows スク
リーンセーバを有効または無効にします。 スクリーンセーバーがコン
ピュータへのアクセスをロックした後、 指紋を使って再度 Windows 
のデスク ト ップにアクセスできるようになります。

パスワード保護されたスクリーンセーバーを有効にするには、 下記の
要領で行います。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて設定をクリ ックします。
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3. 保護されたスクリーンセーバーをクリ ックします。

スクリーンセーバー画面が表示されます。

4. 画像のプロパティを開く をクリ ックします。

5. 必要に応じてスクリーンセーバータブを選択します。

6. スクリーンセーバーのドロップダウンメニューからスクリーンセー
バーを選択し。 パスワードによる保護のチェ ックボックスをチェ ッ
クします。

7. OK をクリ ックします。

8. 完了をクリ ックします。

パスポート タイプ

ThinkVantage 指紋ソフ トウェアには 2 つのパスポート タイプがありま
す。 利用可能なパスポート タイプはご利用のシステムとインストール
されているハードウェアにより異なります。 ローカルパスポートは、
ローカルコンピュータに保存されているバイオメ ト リ ック指紋ファイ
ルを指します。 サーバパスポート  ( 利用可能な場合 ) は接続されたバ
イオメ ト リ ックサーバに保存されます。 サーバパスポートは PRO 
サーバソフ トウェアを UPEK からお買い上げの場合のみご利用いただ
けます。 バイオメ ト リ ックサーバに関する詳細は、
http://www.thinkpad.com/fingerprint ウェブサイ ト をご覧ください。

パスポート タイプを設定するには、 以下の要領で行います。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて設定をクリ ックします。

3. パスポート タイプをクリ ックします。

既定タイプの画面が表示されます。

4. 許可したいパスポート を選択して ください。 利用可能なオプシ ョ ン
:

• サーバパスポート タイプの許可 : サーバパスポート タイプの許
可というチェ ックボックスを選択すると、 利用可能なサーバパ
スポート タイプが表示されます。

• ローカルパスポート タイプの許可 : ローカルパスポート タイプ
の許可というチェ ックボックスを選択すると、 利用可能なロー
カルパスポート タイプが表示されます。

5. 既定のパスポート ドロップダウンメニューから、 既定のパスポート
タイプを選択して ください。
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6. 完了をクリ ックします。

メモ :  変更を適用するには、 現在パスポートを使用しているすべての
アプリケーシ ョ ンを終了し、 再起動する必要がある可能性があります。

セキュリテ ィモード

セキュリテ ィモード画面では、 指紋セキュリテ ィ管理コン ト ロールに
アクセスできるユーザを管理することができます。 簡易モード と安全
モードの 2 種類のセキュリテ ィモードがあります。 簡易モードでは、
すべてのユーザが同じ権限を与えられています。 たとえば、 すべての
ユーザが独自のパスポート を作成したり、 既定のパスポート タイプを
選択することができます。

セキュリテ ィ機能では、 ThinkVantage 指紋ソフ トウェアの管理者権限
を利用できます。

ただし、 セキュリテ ィモードを切り替えると、 状況が変化します。 管
理者のみが管理機能へアクセス可能となります。 標準ユーザは管理者
からパスポートを取得しなければなりません。 彼らは自分のパスポー
トのみを編集可能となります。 管理者のみが安全モードから簡易モー
ドへの変更を行う ことができます。

セキュリテ ィモードを開始するには、 以下の要領で行って ください。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて設定をクリ ックします。

3. セキュリテ ィモードをクリ ックします。

セキュリテ ィモード画面が表示されます。

4. 希望のセキュリテ ィモードを選択して ください。 以下のオプシ ョ ン
があります。

• 安全モード  安全モードは ThinkVantage 指紋ソフ トウェア管理
で管理者的役割を果たします。 重要機能の操作を管理者のみに
開放することで、 コンピュータの安全性を高めることができま
す。

• 簡易モード  安全性よりも使いやすさと便利性に焦点を当てた簡
易モードは、 家庭での使用に適しています。

メモ :  管理者のみが安全モードから簡易モードへの変更を行う こ
とができます。

5. 完了をクリ ックします。

PRO サーバ
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メモ :  この機能は、 UPEK から  PRO サーバソフ トウェアをお買い上
げの場合のみご利用になれます。 バイオメ ト リ ックサーバに関する詳
細は、 http://www.thinkpad.com/fingerprint ウェブサイ ト をご覧くださ
い。

サーバパスポートを使用したい場合は、 PRO サーバが接続されるよう
設定する必要があります。 既定では、 現在のド メインのド メインコン
ト ローラが使用されます。 別のコンピュータに保存された PRO サー
バに接続したい場合は、 この画面でサーバを選択します。

新しいバイオメ ト リ ックサーバを追加するには、 以下の要領で行いま
す。

1. スタート  > すべてのプログラム > ThinkVantage > 指紋ソフ トウェ
ア > コン ト ロールセンターをクリ ックします。

2. 必要に応じて設定をクリ ックします。

3. PRO サーバをクリ ックします。

サーバ画面が表示されます。

4. 次へをクリ ックします。

5. 追加をクリ ックし、 ドロップダウンメニューから ド メインを選択し
ます。

PRO サーバがこのド メインのド メインコン ト ローラにインストー
ルされていない場合、 カスタムサーバのチェ ックボックスにチェ ッ
クを入れて ください。

6. サーバ名を入力し、 これを一覧に追加します。

7. テストボタンをクリ ックし、 接続をテスト します。

8. 必要に応じて、 削除または編集ボタンを使ってサーバリスト を変更
します。

9. 終わったら完了をクリ ックします。

アドバンスセキュリテ ィ画面

アドバンスセキュリテ ィ画面では、 内蔵のセキュリテ ィチップを使用
してログオン認証を向上させることができます。 内蔵セキュリテ ィ
チップは、 クライアン トセキュリテ ィ ソリューシ ョ ンと連動し、 専用
のハードウェアを使用して認証機密の暗号化を図ります。 このため、
すべてのパスワード、 暗号化キー、 電子証明はより安全になります。
アドバンスセキュリテ ィ画面は、 セキュリテ ィチップが内蔵されてい
るコンピュータでのみ表示されます。

内蔵セキュリテ ィチップを有効にするには、 内蔵セキュリテ ィのイン
ストールをクリ ックします。
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メモ :  クライアン トセキュリテ ィ ソリューシ ョ ンがインストールされ
ている場合、 Windows XP クイックユーザ切り替え機能は使用できま
せん。
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